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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　外気を吸い込んで室内に吹き出す給気ファンと、
　前記給気ファンで吸い込まれる外気が通る風路に縦向きで取り付けられるフィルタと、
　前記フィルタを上下方向の移動で本体部の下面から着脱可能にガイドするフィルタ取付
部とを備え、
　前記フィルタは、
　フィルタ部材が取り付けられるフィルタ部材取付部と、
　前記フィルタ部材取付部の下側に設けられ、前記フィルタ部材に付着した異物及び水を
受ける受け部と、
　前記フィルタ部材取付部の下側で、前記受け部との間に設けられ、前記受け部に水を流
す流路を形成する水誘導部とを備え、
　前記水誘導部は、前記フィルタの幅方向の中心に向かって下降した傾斜部が形成され、
　前記フィルタは、前記受け部から前記水誘導部の前記傾斜部の下端部に向けて突出形成
された水誘導突起を備え、前記水誘導部が形成された第１の枠部と前記水誘導突起が形成
された第２の枠部が独立した部品で構成され、
　前記第１の枠部と前記第２の枠部が一体に組み立てられて構成された前記フィルタは、
前記水誘導突起の上端と前記水誘導部の下端部との間に隙間が形成されると共に、前記水
誘導部の端面より外側に前記水誘導突起が形成される
　ことを特徴とする換気装置。
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【請求項２】
　前記フィルタは、前記フィルタ部材取付部の下枠部に、前記水誘導部に水を流す導水切
り欠き部が形成され、
　前記フィルタ部材取付部の縦枠部に沿って流れる水を、前記縦枠部の内側に誘導する水
切り部が、前記下枠部と前記水誘導部との間の前記縦枠部に切り欠きを設けることで形成
された
　ことを特徴とする請求項１記載の換気装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、外気を吸い込んで室内に給気することで、室内の換気を行う換気装置に関す
る。
【背景技術】
【０００２】
　室内の換気を行う換気装置として、外気を吸い込んで室内に給気すると共に、室内の空
気を吸い込んで屋外に排気する換気装置が提案されている（例えば、特許文献１参照）。
【０００３】
　換気装置では、外気に含まれる塵や、室内の埃等を付着させるため、空気の取り入れ口
にフィルタが取り付けられる。
【０００４】
　換気装置に取り付けられるフィルタは、清掃や交換が必要であるので、換気装置は、フ
ィルタが着脱自在に取り付けられる構成となっている。そして、建物の天井裏に設置され
る換気装置では、換気装置の下側からフィルタが着脱できる構成になっている。
【０００５】
【特許文献１】特許３５０３３６９号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　従来の換気装置では、屋外で霧雨等が降っている場合に、外気と一緒に吸い込まれた水
分がフィルタで捕集されて水滴となると、装置本体の下側に位置するフィルタの取り付け
部分から機体外に漏れて、室内へ滴下する可能性があった。
【０００７】
　本発明は、このような課題を解決するためになされたもので、フィルタで捕集された水
の機体外への漏れを防ぐことができる換気装置を提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
　上述した課題を解決するため、本発明の換気装置は、外気を吸い込んで室内に吹き出す
給気ファンと、給気ファンで吸い込まれる外気が通る風路に縦向きで取り付けられるフィ
ルタと、フィルタを上下方向の移動で本体部の下面から着脱可能にガイドするフィルタ取
付部とを備え、フィルタは、フィルタ部材が取り付けられるフィルタ部材取付部と、フィ
ルタ部材取付部の下側に設けられ、フィルタ部材に付着した異物及び水を受ける受け部と
、フィルタ部材取付部の下側で、受け部との間に設けられ、受け部に水を流す流路を形成
する水誘導部とを備え、水誘導部は、フィルタの幅方向の中心に向かって下降した傾斜部
が形成され、フィルタは、受け部から水誘導部の傾斜部の下端部に向けて突出形成された
水誘導突起を備え、水誘導部が形成された第１の枠部と水誘導突起が形成された第２の枠
部が独立した部品で構成され、第１の枠部と第２の枠部が一体に組み立てられて構成され
たフィルタは、水誘導突起の上端と水誘導部の下端部との間に隙間が形成されると共に、
水誘導部の端面より外側に水誘導突起が形成されることを特徴とする。
【０００９】
　外気を吸い込んで室内に給気する換気装置において、屋外で霧雨等が降っている場合に
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は、給気ファンが駆動されることで機体内に吸い込まれる外気に水分が含まれることがあ
る。本発明の換気装置では、外気に含まれる水分は、フィルタに取り付けられたフィルタ
部材で捕集される。フィルタ部材で捕集された水分は、フィルタが縦向きで本体部に取り
付けられていることから、下側に向かって流れる。フィルタ部材が取り付けられるフィル
タ部材取付部の下側には、異物や水を受ける受け部が設けられ、更に、この受け部に水を
流す流路を形成する水誘導部が設けられている。また、受け部から水誘導部の下端部に向
けて突出形成された水誘導突起が設けられている。これにより、フィルタ部材で捕集され
た水分が、フィルタ部材から水誘導部に流れて水誘導部の下端部に集められ、水誘導部の
下端部に集められた水分が、水誘導突起を伝わって確実に受け部に集められる。
【発明の効果】
【００１０】
　本発明の換気装置では、フィルタで捕集された水分を、フィルタに設けられた受け部に
集めることができるので、フィルタで捕集された水分の機体外への漏れを防ぐことができ
る。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１１】
　以下、図面を参照して、本発明の換気装置の実施の形態としての熱交換型換気装置につ
いて説明する。
【００１２】
　＜本実施の形態の熱交換型換気装置の構成例＞
　図１は、本実施の形態の熱交換型換気装置の一例を示す内部構成図、図２及び図３は、
本実施の形態の熱交換型換気装置の一例を示す構成図で、図２及び図３は、部品の一部を
取り外した熱交換型換気装置を下面側から見た図である。また、図４は、本実施の形態の
熱交換型換気装置の一例を示す斜視図、図５は、本実施の形態の熱交換型換気装置の一例
を示す分解斜視図である。
【００１３】
　本実施の形態の熱交換型換気装置１Ａは、本体部２とフロントパネル３を備える。熱交
換型換気装置１Ａは、本体部２が建物の天井１００内に埋め込まれる形態で天井パネル１
０１に取り付けられ、本体部２の下側にフロントパネル３が取り付けられる。
【００１４】
　熱交換型換気装置１Ａは、屋外から外気ＯＡを吸い込んで室内へ給気ＳＡを吹き出す給
気ファン４ＳＡと、室内から還気ＲＡを吸い込んで屋外へ排気ＥＡを吹き出す排気ファン
４ＥＡを備える。また、熱交換型換気装置１Ａは、給気ファン４ＳＡで屋外から吸い込ん
だ外気ＯＡと排気ファン４ＥＡで室内から吸い込んだ還気ＲＡとの間で熱交換を行う熱交
換素子５を備える。
【００１５】
　熱交換素子５は機能素子の一例で、給気側の熱交換風路を構成する素材と排気側の熱交
換風路を形成する素材が、風路を直交する向きとして積層された直方体形状である。
【００１６】
　熱交換素子５は、給気側の熱交換風路の外気吸込口５１ＯＡと給気吹出口５１ＳＡが、
直方体形状の一方の対向する面に形成され、排気側の熱交換風路の還気吸込口５１ＲＡと
排気吹出口５１ＥＡが、直方体形状の他方の対向する面に形成される。
【００１７】
　熱交換素子５は、給気側の熱交換風路と排気側の熱交換風路が、熱伝導性を有すると共
に空気を通さない隔壁で仕切られ、給気側の熱交換風路を通る空気と排気側の熱交換風路
を通る空気との間で熱交換される。
【００１８】
　本体部２は、給気風路２０ＳＡと排気風路２０ＥＡを構成する風路形成部材６と、風路
形成部材６が収容されるキャビネット７を備える。
【００１９】
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　風路形成部材６は、図２に示す給気ファンケース４０ＳＡを構成する第１の風路形成部
材６０と、図３に示す排気ファンケース４０ＥＡを構成する第２の風路形成部材６１を備
える。
【００２０】
　風路形成部材６は、ファンモータ４１Ｍが取り付けられた仕切り部材６２を挟んで、第
１の風路形成部材６０の上側に第２の風路形成部材６１が重ねられる。ファンモータ４１
Ｍは両軸のモータで、給気ファン４ＳＡが下側の軸に取り付けられ、排気ファン４ＥＡが
上側の軸に取り付けられて、給気ファン４ＳＡと排気ファン４ＥＡが同軸上に配置される
。
【００２１】
　第１の風路形成部材６０は、給気ファンケース４０ＳＡの内部に給気ファン４ＳＡが配
置され、給気ファン４ＳＡの軸方向に沿った給気ファンケース４０ＳＡの上部にファン吸
込口４２ＳＡが形成される。また、第１の風路形成部材６０は、給気ファン４ＳＡの接線
方向にファン吹出口４３ＳＡが形成される。
【００２２】
　第２の風路形成部材６１は、排気ファンケース４０ＥＡの内部に排気ファン４ＥＡが配
置され、排気ファン４ＥＡの軸方向に沿った排気ファンケース４０ＥＡの上部にファン吸
込口４２ＥＡが形成される。また、第２の風路形成部材６１は、給気ファンケース４０Ｓ
Ａのファン吹出口４３ＳＡとは逆向きで、排気ファン４ＥＡの接線方向にファン吹出口４
３ＥＡが形成される。
【００２３】
　風路形成部材６は、仕切り部材６２を挟み込む形態で第１の風路形成部材６０と第２の
風路形成部材６１が重ねられ、キャビネット７に収容されると、排気ファンケース４０Ｅ
Ａの下面の開口部が仕切り部材６２で塞がれて、給気ファンケース４０ＳＡと排気ファン
ケース４０ＥＡが仕切り部材６２で仕切られる。
【００２４】
　また、風路形成部材６は、給気ファンケース４０ＳＡのファン吸込口４２ＳＡの上流側
に、排気風路２０ＥＡとは独立した給気風路形成空間４４ＳＡが形成される。更に、風路
形成部材６は、給気ファンケース４０ＳＡのファン吹出口４３ＳＡの下流側で、かつ、排
気ファンケース４０ＥＡのファン吸込口４２ＥＡの上流側に、熱交換素子５が取り付けら
れる熱交換素子取付空間４５が形成される。
【００２５】
　熱交換型換気装置１Ａは、単一のファンモータ４１Ｍで給気ファン４ＳＡと排気ファン
４ＥＡが駆動され、給気ファン４ＳＡが回転駆動されると、空気がファン吸込口４２ＳＡ
から吸い込まれてファン吹出口４３ＳＡから吹き出される給気風路２０ＳＡが形成される
。また、排気ファン４ＥＡが回転駆動されると、空気がファン吸込口４２ＥＡから吸い込
まれてファン吹出口４３ＥＡから吹き出される排気風路２０ＥＡが形成される。
【００２６】
　キャビネット７は、下面が開口した直方体形状を有し、樹脂材料で例えば一体に形成さ
れる。キャビネット７は、給気風路２０ＳＡの吸込側となる給気風路形成空間４４ＳＡと
つながる外気吸込口７０ＯＡと、排気風路２０ＥＡの吹出側となる排気ファンケース４０
ＥＡのファン吹出口４３ＥＡとつながる排気吹出口７０ＥＡが、長手方向の一方の側面に
それぞれ開口を設けて形成される。また、キャビネット７は、給気風路２０ＳＡの吹出側
となる熱交換素子取付空間４５とつながる給気吹出口７０ＳＡが、長手方向の他方の側面
に開口を設けて形成される。
【００２７】
　キャビネット７は、熱交換素子５を支持する素子支持部７１が上面部に一体に形成され
る。素子支持部７１は、排気ファン４ＥＡで吸い込まれる空気の流れに沿って傾斜して、
排気風路２０ＥＡの一部を構成する。
【００２８】
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　また、キャビネット７は、給気ファンケース４０ＳＡの下面の開口部を塞ぐ押さえ部材
７２を第１の風路形成部材６０との間に挟み込む形態で、下面の開口部に押さえ板金７３
が取り付けられる。
【００２９】
　押さえ部材７２は、熱交換素子５を支持する素子支持部７２ａが一体に形成される。素
子支持部７２ａは、給気ファンケース４０ＳＡのファン吹出口４３ＳＡに沿って傾斜して
、給気風路２０ＳＡの一部を構成する。
【００３０】
　熱交換型換気装置１Ａは、キャビネット７に収容された風路形成部材６の熱交換素子取
付空間４５に熱交換素子５が取り付けられる。そして、第１の風路形成部材６０との間に
押さえ部材７２を挟み込む形態で、キャビネット７の下面の開口部に押さえ板金７３が取
り付けられると、熱交換素子５は、長手方向の両側が風路形成部材６に支持される。
【００３１】
　また、熱交換素子５は、外気吸込口５１ＯＡと排気吹出口５１ＥＡの間の角部が風路形
成部材６に支持され、外気吸込口５１ＯＡと還気吸込口５１ＲＡの間の角部が、押さえ部
材７２の素子支持部７２ａに支持される。
【００３２】
　更に、熱交換素子５は、給気吹出口５１ＳＡと排気吹出口５１ＥＡの間の角部が、キャ
ビネット７の素子支持部７１に支持され、給気吹出口５１ＳＡと還気吸込口５１ＲＡの間
の角部が、キャビネット７の側面に支持される。
【００３３】
　本体部２は、キャビネット７の下面の開口部に押さえ板金７３が取り付けられると、熱
交換素子５の還気吸込口５１ＲＡとつながる還気吸込口７０ＲＡが、キャビネット７の他
方の側面と押さえ板金７３との間の隙間によって形成される。
【００３４】
　熱交換型換気装置１Ａは、キャビネット７の下面の開口部が、強度がある金属の板材で
形成される押さえ板金７３で覆われることで、ビビリ音等と称される騒音の発生が抑制さ
れる。
【００３５】
　熱交換型換気装置１Ａは、外気吸込口７０ＯＡにＯＡダクトジョイント７４ＯＡが取り
付けられ、排気吹出口７０ＥＡにＥＡダクトジョイント７４ＥＡが取り付けられる。また
、熱交換型換気装置１Ａは、給気吹出口７０ＳＡにＳＡダクトジョイント７４ＳＡが取り
付けられる。これらダクトジョイントは、取付金具７５等によってキャビネット７に取り
付けられる。なお、熱交換素子５を通さずに排気を行う副吸込口ダクトジョイント７６を
備えても良い。
【００３６】
　熱交換型換気装置１Ａは、給気ファン４ＳＡで吸い込まれる外気ＯＡを清浄する第１の
フィルタであるＯＡフィルタ８と、排気ファン４ＥＡで吸い込まれる還気ＲＡを清浄する
第２のフィルタであるＲＡフィルタ９を備える。
【００３７】
　熱交換型換気装置１Ａは、ＯＡフィルタ８が着脱可能に取り付けられるＯＡフィルタ取
付部４６を本体部２に備える。本体部２は、風路形成部材６で構成される給気ファンケー
ス４０ＳＡ及び排気ファンケース４０ＥＡと、風路形成部材６が収容されるキャビネット
７の外気吸込口７０ＯＡとの間で、排気ファンケース４０ＥＡのファン吹出口４３ＥＡの
側方の給気風路形成空間４４ＳＡにＯＡフィルタ取付部４６が形成される。
【００３８】
　ＯＡフィルタ取付部４６は、風路形成部材６で構成される給気風路形成空間４４ＳＡの
対向する側面及び上面に、ＯＡフィルタ８をガイドするガイド部４６ａが形成される。ま
た、ＯＡフィルタ取付部４６は、風路形成部材６を構成する第１の風路形成部材６０の下
面に、ＯＡフィルタ８が挿抜される開口部４６ｂが形成される。
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【００３９】
　ＯＡフィルタ取付部４６のガイド部４６ａは、熱交換型換気装置１Ａを天井パネル１０
１に取り付けたときに、上下に沿った向きに延びる凹状の溝を有する。ＯＡフィルタ取付
部４６は、開口部４６ｂから挿抜されるＯＡフィルタ８がガイド部４６ａにガイドされる
ことで、ＯＡフィルタ８が天井パネル１０１に対して略垂直な向きで取り付けられる。
【００４０】
　熱交換型換気装置１Ａは、フロントパネル３の長手方向の一方の端部側に、ＯＡフィル
タ取付部４６を覆う着脱口カバー３０を備える。フロントパネル３は、本体部２の下側に
取り付けられると、ＯＡフィルタ取付部４６の開口部４６ｂと対向する位置に、ＯＡフィ
ルタ８が出し入れできる大きさで開口した着脱口３１が形成される。着脱口カバー３０は
、軸部３０ａがフロントパネル３に回動可能に支持され、軸部３０ａを支点とした回動動
作で着脱口３１を開閉する。
【００４１】
　熱交換型換気装置１Ａは、図１に二点鎖線で示すように着脱口カバー３０を開けると、
フロントパネル３の着脱口３１にＯＡフィルタ８が露出する。そして、熱交換型換気装置
１Ａは、ＯＡフィルタ８を垂直な向きで矢印Ａに示すように上下に動かすことで、ＯＡフ
ィルタ取付部４６に対してＯＡフィルタ８の挿抜が可能となる。これにより、熱交換型換
気装置１Ａでは、着脱口カバー３０を開けることで、フロントパネル３を着脱することな
く、ＯＡフィルタ８の着脱が行われる。
【００４２】
　熱交換型換気装置１Ａは、フロントパネル３の長手方向の他方の端部側に、ＲＡフィル
タ９が着脱可能に取り付けられるＲＡフィルタ取付部３２を備える。フロントパネル３は
、長手方向の他方の端部側に、本体部２の還気吸込口７０ＲＡとつながる吸込グリル３３
が形成される。ＲＡフィルタ取付部３２は、吸込グリル３３の内側に、ＲＡフィルタ９が
水平な向きで着脱可能に取り付けられる図示しないガイド部が形成される。なお、吸込グ
リル３３は、還気吸込口７０ＲＡと重ならない位置に形成されることで、還気吸込口７０
ＲＡからの音漏れが抑えられる。
【００４３】
　熱交換型換気装置１Ａは、ＲＡフィルタ９を矢印Ｂに示す水平な向きに動かすことで、
ＲＡフィルタ取付部３２に対してＲＡフィルタ９の挿抜が可能となる。これにより、熱交
換型換気装置１Ａでは、ＲＡフィルタ９を水平な向きに動かすことで、フロントパネル３
を着脱することなく、ＲＡフィルタ９の着脱が行われる。
【００４４】
　＜本実施の形態の熱交換型換気装置の動作例＞
　熱交換型換気装置１Ａは、給排気が機械換気で行われる第１種換気システムを構成し、
所定時間で建物の空気が入れ替えられる換気風量で２４時間（常時）連続運転される。す
なわち、熱交換型換気装置１Ａでは、給気ファン４ＳＡと排気ファン４ＥＡが、所定の換
気風量が得られる回転数で駆動される。
【００４５】
　熱交換型換気装置１Ａは、ファンモータ４１Ｍで給気ファン４ＳＡが駆動されると、給
気風路２０ＳＡにおいてファン吸込口４２ＳＡから空気が吸い込まれ、ファン吸込口４２
ＳＡから吸い込まれた空気がファン吹出口４３ＳＡから吹き出される。
【００４６】
　また、熱交換型換気装置１Ａは、ファンモータ４１Ｍで排気ファン４ＥＡが駆動される
と、排気風路２０ＥＡにおいてファン吸込口４２ＥＡから空気が吸い込まれ、ファン吸込
口４２ＥＡから吸い込まれた空気がファン吹出口４３ＥＡから吹き出される。
【００４７】
　これにより、熱交換型換気装置１Ａでは、図示しない建物外壁の屋外グリルから吸込ダ
クトを通り給気風路２０ＳＡへ外気ＯＡが吸い込まれる。給気風路２０ＳＡへ吸い込まれ
た外気ＯＡは、ＯＡフィルタ８を通過することで塵や虫等の異物が除去されて清浄され、
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清浄された空気（外気ＯＡ）が熱交換素子５を通って給気ＳＡが吹き出される。
【００４８】
　また、フロントパネル３の吸込グリル３３から排気風路２０ＥＡへ室内からの還気ＲＡ
が吸い込まれる。排気風路２０ＥＡへ吸い込まれた還気ＲＡは、ＲＡフィルタ９を通過す
ることで室内の埃等の異物が除去されて清浄され、清浄された空気（還気ＲＡ）が熱交換
素子５を通り、熱交換素子５を通った排気ＥＡが、図示しない排気ダクトを通り建物外壁
の屋外グリルから屋外へ排出される。
【００４９】
　そして、給気風路２０ＳＡを通る外気ＯＡと排気風路２０ＥＡを通る還気ＲＡが熱交換
素子５を通ることで熱交換されて、室温に近づけられた給気ＳＡが室内に吹き出されるこ
とで、温度が調整された新鮮な空気（外気）が室内に供給される。また、室内の汚れた空
気が屋外に排気される。
【００５０】
　＜本実施の形態のＯＡフィルタの構成例＞
　図６は、本実施の形態のＯＡフィルタの一例を示す斜視図、図７は、本実施の形態のＯ
Ａフィルタの一例を示す正面図、図８は、本実施の形態のＯＡフィルタの一例を示す側断
面図である。
【００５１】
　本実施の形態のＯＡフィルタ８は、枠部８０と、枠部８０に取り付けられるフィルタ部
材８１を備える。枠部８０は、本例では第１の枠部８０ａと第２の枠部８０ｂを一体に組
み立てて構成される。
【００５２】
　第１の枠部８０ａは、フィルタ取付部８２ａと、水誘導部８２ｂを備える。第１の枠部
８０ａは、図８に示すフィルタ部材８１の４辺を囲む２本の縦枠部８３ａと、上枠部８３
ｂと、下枠部８３ｃでフィルタ取付部８２ａが形成される。なお、図２及び図３で説明し
たＯＡフィルタ取付部４６のガイド部４６ａは、縦枠部８３ａと上枠部８３ｂが嵌る形状
を有し、ＯＡフィルタ８がＯＡフィルタ取付部４６に取り付けられたときに、給気風路形
成空間４４ＳＡに、縦枠部８３ａと上枠部８３ｂが突出しないようにして、空気の流れを
阻害する要因を減らしている。
【００５３】
　第１の枠部８０ａは、霧等を吸い込むことによって図１に示す給気風路２０ＳＡで発生
した結露等による水分を水誘導部８２ｂに流す導水切り欠き部８４ａが、下枠部８３ｃの
左右両側に形成される。また、第１の枠部８０ａは、縦枠部８３ａに沿って流れる水を、
縦枠部８３ａの内側に誘導する作用を有した水切り部８４ｂが、下枠部８３ｃと水誘導部
８２ｂとの間の縦枠部８３ａに、例えば略半円形状等の切り欠きを設けることで形成され
る。
【００５４】
　ＯＡフィルタ８では、例えばフィルタ部材８１に付着した結露水は、フィルタ部材８１
を支持している下枠部８３ｃの導水切り欠き部８４ａから水誘導部８２ｂに滴下される。
また、縦枠部８３ａを伝わって流れる結露水は、水切り部８４ｂによって縦枠部８３ａの
内側に誘導され、水誘導部８２ｂへ流れる。これにより、縦枠部８３ａを伝わって流れる
結露水が、縦枠部８３ａの外側へと流れ、第１の枠部８０ａと第２の枠部８０ｂとの結合
部分８０ｃ等から漏れることを防いでいる。
【００５５】
　第１の枠部８０ａは、水誘導部８２ｂが下枠部８３ｃの下側に形成される。水誘導部８
２ｂは、第１の枠部８０ａの幅方向の中心に向かって下降した傾斜部８４ｃが形成された
Ｖ字形状を有する。
【００５６】
　ＯＡフィルタ８では、導水切り欠き部８４ａ及び水切り部８４ｂによって水誘導部８２
ｂに誘導された結露水が傾斜部８４ｃに沿って流れ、傾斜部８４ｃの下端部８４ｄに集め
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られる。
【００５７】
　第２の枠部８０ｂは、虫受け／ドレン部８５ａと、虫受け／ドレン部８５ａに突出形成
された水誘導突起８５ｂを備える。虫受け／ドレン部８５ａは受け部の一例で、第２の枠
部８０ｂの上面に、所定の高さで長方形の壁部を設けることで形成され、虫受け／ドレン
部８５ａの内側に、第１の枠部８０ａが嵌められる構造を有している。また、第２の枠部
８０ｂは、虫受け／ドレン部８５ａの外側の上面にパッキン８５ｃが取り付けられる。
【００５８】
　ＯＡフィルタ８では、図１に示す熱交換型換気装置１Ａで、給気ファン４ＳＡが回転駆
動されると、図８に矢印Ｃで示す方向に空気（外気ＯＡ）が流れる。これにより、熱交換
型換気装置１Ａで吸い込んだ外気ＯＡに、虫等の異物が含まれていた場合に、フィルタ部
材８１で除去することができる。フィルタ部材８１に付着した虫等がフィルタ部材８１か
ら落下すると、虫受け／ドレン部８５ａで回収されて熱交換型換気装置１Ａの機外へ落下
しないようにしている。
【００５９】
　水誘導突起８５ｂは、水誘導部８２ｂの下端部８４ｄの位置に合わせて、例えば台形の
板状部材が虫受け／ドレン部８５ａの底面から突出形成される。ここで、水誘導突起８５
ｂの上端と水誘導部８２ｂの下端部８４ｄが接していても良い。但し、本例では、水誘導
部８２ｂが形成された第１の枠部８０ａと、水誘導突起８５ｂが形成された第２の枠部８
０ｂが独立した部品であることから、組み立て誤差を考慮して、図７及び図８に示すよう
に、水誘導突起８５ｂの上端と水誘導部８２ｂの下端部８４ｄとの間に若干の隙間が形成
されるようにしている。また、水誘導部８２ｂの端面より内側に水誘導突起８５ｂが入ら
ないように、図８に示すように、水誘導部８２ｂの端面より若干外側に水誘導突起８５ｂ
が形成される。
【００６０】
　ＯＡフィルタ８では、水誘導部８２ｂの下端部８４ｄに集められた結露水は、水誘導突
起８５ｂを伝わって虫受け／ドレン部８５ａに流れる。これにより、図１に示す給気風路
２０ＳＡで発生した結露水が、フィルタ部材８１を支持する下枠部８３ｃの導水切り欠き
部８４ａ、縦枠部８３ａの水切り部８４ｂ、水誘導部８２ｂ及び水誘導突起８５ｂによっ
て、虫受け／ドレン部８５ａに回収される。
【００６１】
　そして、水誘導突起８５ｂを設けることで、水誘導部８２ｂの裏面を伝わって結露水が
流れ、第１の枠部８０ａと第２の枠部８０ｂの結合部分８０ｄ等から漏れることを防いで
いる。
【００６２】
　＜本実施の形態のＯＡフィルタの固定構成例＞
　図９は、本実施の形態のＯＡフィルタの固定構成例を示すＯＡフィルタの斜視図、図１
０は、本実施の形態のＯＡフィルタの固定構成例を示す要部拡大図、図１１及び図１２は
、本実施の形態のＯＡフィルタの固定構成例を示す動作説明図である。
【００６３】
　熱交換型換気装置１Ａは、本体部２に止め具８６を備えると共に、ＯＡフィルタ８に押
さえ部材８７を備える。止め具８６は、図５，図１１，図１２に示すように、軸部８６ａ
を支点に回動可能に押さえ板金７３の下面に取り付けられる。止め具８６は、軸部８６ａ
を支点とした回動動作の軌跡に合わせて、軸部８６ａ側から先端に向かって幅が広がる幅
広部８６ｂが形成される。止め具８６の軸部８６ａは、図２に示す給気ファンケース４０
ＳＡを避けるため、本体部２の短手方向の中心より片寄った位置に設けられる。
【００６４】
　押さえ部材８７は、図６等で説明したＯＡフィルタ８の第２の枠部８０ｂの下面に突出
形成される。押さえ部材８７は、軸部８６ａを支点とした止め具８６の軌跡に沿った円弧
形状を有し、円弧の先端側から、傾斜部８７ａと、押さえ部８７ｂと、退避部８７ｃと、
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回動規制部８７ｄが形成される。
【００６５】
　押さえ部材８７の傾斜部８７ａは、図１０に示すように、ＯＡフィルタ８の下面から、
緩やかな角度で立ち上がる斜面で形成される。押さえ部材８７の押さえ部８７ｂは、ＯＡ
フィルタ８の下面から所定の高さを有し、傾斜部８７ａからつながる水平な面で形成され
る。押さえ部材８７の退避部８７ｃは、押さえ部８７ｂより低い高さを有する。押さえ部
材８７の回動規制部８７ｄは、押さえ部８７ｂより高い高さを有する。押さえ部材８７は
、押さえ部８７ｂがＯＡフィルタ８の幅方向の中心に近づけられた位置に形成されている
。
【００６６】
　熱交換型換気装置１Ａでは、図１に二点鎖線で示すように着脱口カバー３０を開けると
、フロントパネル３の着脱口３１にＯＡフィルタ８が露出する。そして、熱交換型換気装
置１Ａでは、止め具８６を軸部８６ａを支点に回動させて、図１２に示すように、ＯＡフ
ィルタ８から退避させると、ＯＡフィルタ８の本体部２に対する着脱が可能な状態となる
。
【００６７】
　ＯＡフィルタ８を固定するためには、図１２に示す状態から、止め具８６を軸部８６ａ
を支点に矢印Ｄ方向に回動させる。止め具８６を軸部８６ａを支点に矢印Ｄ方向に回動さ
せると、止め具８６は、押さえ部材８７の傾斜部８７ａに誘導されて幅広部８６ｂが押さ
え部８７ｂに乗り上げ、ＯＡフィルタ８を押し上げる。止め具８６を更に回動させると、
幅広部８６ｂの一部は押さえ部材８７の退避部８７ｃの位置で押さえ部材８７とは非接触
となる。そして、止め具８６が押さえ部材８７の回動規制部８７ｄに突き当てられること
で、止め具８６の回動が規制される。
【００６８】
　止め具８６を押さえ部材８７の回動規制部８７ｄに突き当てられる位置まで回動させる
と、止め具８６は、幅広部８６ｂの一部が、押さえ部８７ｂで押さえ部材８７と接し、幅
広部８６ｂの一部は、退避部８７ｃの位置で押さえ部材８７とは非接触となる。
【００６９】
　これにより、図１に示すようにフィルタ取付部４６に挿入されたＯＡフィルタ８は、止
め具８６の幅広部８６ｂの一部が、押さえ部８７ｂで押さえ部材８７と接することで押し
上げられ、第２の枠部８０ｂのパッキン８５ｃが風路形成部材６に押し付けられる。従っ
て、ＯＡフィルタ８が取り付けられる位置での空気の漏れを防ぐことができる。
【００７０】
　また、押さえ部材８７は、押さえ部８７ｂがＯＡフィルタ８の幅方向の中心に近づけら
れた位置に形成されている。これにより、止め具８６に幅広部８６ｂを設けて、押さえ部
材８７の押さえ部８７ｂを押さえられるようにすることで、ＯＡフィルタ８の幅方向の中
心付近で押し上げ力を加えることができる。従って、ＯＡフィルタ８の幅方向で略均一な
押し上げ力が働くようにして、隙間が形成されることを防ぐことができる。
【００７１】
　熱交換型換気装置１Ａは、建物の天井パネル１０１に取り付けられており、ＯＡフィル
タ８の着脱作業は、上を向いた姿勢で行われることになる。このため、ＯＡフィルタの固
定がネジ止めによって行われる構成では作業性が悪い。これに対して、本実施の形態の熱
交換型換気装置１Ａでは、１つの止め具８６の回動動作で、ＯＡフィルタ８の固定及び固
定の解除が可能であり、作業性が向上する。また、止め具８６は本体部２から外れない構
成であるので、部品の紛失を防ぐことができる。更に、ＯＡフィルタ８に設けられた押さ
え部材８７の形状によって、止め具８６の回動動作で、ＯＡフィルタ８を本体部２側に押
し付けることができ、簡単な操作でシール性を確保することができる。
【００７２】
　＜本実施の形態の着脱口カバーの構成例＞
　図１３は、本実施の形態の着脱口カバーの一例を示すフロントパネルの要部斜視図であ
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る。本実施の形態の着脱口カバー３０は、略長方形の短手方向の一方の端部に軸部３０ａ
が設けられ、軸部３０ａがフロントパネル３の軸受け部３４に回動可能に支持される。
【００７３】
　着脱口カバー３０は、図４に示すように、フロントパネル３の下面側に露出する操作部
３５を備える。また、着脱口カバー３０は、フロントパネル３の上面側に係止部材３６を
備える。係止部材３６は、着脱口カバー３０の上面に形成されたガイド部３０ｂによって
、軸部３０ａに直交する方向にスライド移動可能に着脱口カバー３０に取り付けられる、
また、係止部材３６は、操作部３５と連結されており、操作部３５によって係止部材３６
を動かすことができる。
【００７４】
　係止部材３６は、着脱口カバー３０の長手方向に所定の間隔で並列して、複数の爪部３
７を備える。爪部３７は、係止部材３６のスライド移動で、着脱口カバー３０の短手方向
の他方の端部から出し入れ可能に設けられる。係止部材３６は、本例では３本の爪部３７
を有し、並列方向の少なくとも両端の爪部３７は、スライド移動方向の先端に、上方に向
いた斜面を形成して誘導部３７ａを備える。なお、本例では、３本の爪部３７の全てに誘
導部３７ａが形成されている。
【００７５】
　図１３では、着脱口カバー３０が閉じられている状態を示している。この状態では、係
止部材３６の爪部３７がフロントパネル３の上面側に係止されている。これにより、着脱
口カバー３０は、着脱口３１を閉じた状態で保持される。
【００７６】
　着脱口カバー３０を開けるときは、フロントパネル３の下面側から操作部３５を操作し
て、係止部材３６を矢印Ｅ方向に移動させる。係止部材３６を矢印Ｅ方向に移動させると
、爪部３７がフロントパネル３から外れる。これにより、着脱口カバー３０は、軸部３０
ａを支点とした回動動作で、図１に二点鎖線で示すように着脱口３１を開くことができる
。
【００７７】
　着脱口カバー３０を閉じるときは、図１に二点鎖線で示す状態から、軸部３０ａを支点
として図１に実線で示す位置まで回動させる。そして、フロントパネル３の下面側から操
作部３５を操作して、係止部材３６を矢印Ｆ方向に移動させる。
【００７８】
　係止部材３６を矢印Ｆ方向に移動させると、爪部３７がフロントパネル３の上面に係止
される。このとき、爪部３７は、誘導部３７ａがフロントパネル３の上面側に乗り上げる
ことで、着脱口カバー３０が完全に閉じられている状態なくても、爪部３７が着脱口３１
に引っ掛かることがない。そして、誘導部３７ａの傾斜によって、係止部材３６を矢印Ｆ
方向に移動させる動作で着脱口カバー３０が押し上げられ、着脱口カバー３０で着脱口３
１を閉じたときに、着脱口カバー３０の下面を、フロントパネル３の下面と合わせる位置
とすることができる。
【００７９】
　また、係止部材３６は、着脱口カバー３０の長手方向の３箇所に爪部３７を有すること
で、着脱口カバー３０で着脱口３１を閉じたときに、着脱口カバー３０の下面全体を、フ
ロントパネル３の下面と合わせる位置とすることができる。そして、複数の爪部３７が係
止部材３６で連結され、１箇所の操作部３５の操作で同時に動かすことができるので、操
作が簡単になると共に、締め忘れを防ぐことができる。
【００８０】
　さて、着脱口カバー３０において、例えば３個の爪部３７が形成された係止部材３６を
、１個の操作部３５で動かす構成では、操作部３５は、着脱口カバー３０の長手方向の中
心付近に配置される。このため、着脱口カバー３０を閉じる動作では、操作部３５が操作
される際に、着脱口カバー３０の長手方向の中央付近は、人手により押し上げられる力が
加わりやすい。これにより、３個の爪部３７の中で、中央付近に位置する爪部３７につい
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易に係止可能となる。
【００８１】
　一方、着脱口カバー３０の長手方向の両端側は、人手により押し上げられる力が加わり
にくいので、若干下方に撓んだ状態となる場合がある。このため、３個の爪部３７の中で
、両端に位置する爪部３７については、誘導部３７ａを設けることで、係止部材３６をス
ライド移動させる際に、爪部３７の先端がフロントパネル３に引っ掛からないようにして
いる。なお、本例のように、３個の爪部３７の全てに誘導部３７ａを設けることで、より
スムーズな係止動作が可能となる。
【００８２】
　なお、本実施の形態のＯＡフィルタ８は、熱交換型換気装置に取り付けられる例で説明
したが、外気を吸い込んで室内に給気する給気ファンを備え、排気側の構成を備えていな
い換気装置に適用することも可能である。
【産業上の利用可能性】
【００８３】
　本発明は、一般住宅に設置され、２４時間換気機能を有した空調装置に適用される。
【図面の簡単な説明】
【００８４】
【図１】本実施の形態の熱交換型換気装置の一例を示す内部構成図である。
【図２】本実施の形態の熱交換型換気装置の一例を示す構成図である。
【図３】本実施の形態の熱交換型換気装置の一例を示す構成図である。
【図４】本実施の形態の熱交換型換気装置の一例を示す斜視図である。
【図５】本実施の形態の熱交換型換気装置の一例を示す分解斜視図である。
【図６】本実施の形態のＯＡフィルタの一例を示す斜視図である。
【図７】本実施の形態のＯＡフィルタの一例を示す正面図である。
【図８】本実施の形態のＯＡフィルタの一例を示す側断面図である。
【図９】本実施の形態のＯＡフィルタの固定構成例を示すＯＡフィルタの斜視図である。
【図１０】本実施の形態のＯＡフィルタの固定構成例を示す要部拡大図である。
【図１１】本実施の形態のＯＡフィルタの固定構成例を示す動作説明図である。
【図１２】本実施の形態のＯＡフィルタの固定構成例を示す動作説明図である。
【図１３】本実施の形態の着脱口カバーの一例を示すフロントパネルの要部斜視図である
。
【符号の説明】
【００８５】
　１Ａ・・・熱交換型換気装置、２・・・本体部、２０ＳＡ・・・給気風路、２０ＥＡ・
・・排気風路、３・・・フロントパネル、３０・・・着脱口カバー、４ＳＡ・・・給気フ
ァン、４ＥＡ・・・排気ファン、４４ＳＡ・・・給気風路形成空間、４６・・・フィルタ
取付部、５・・・熱交換素子、６・・・風路形成部材、７・・・キャビネット、８・・・
ＯＡフィルタ、８０・・・枠部、８０ａ・・・第１の枠部、８０ｂ・・・第２の枠部、８
１・・・フィルタ部材、８２ａ・・・フィルタ取付部、８２ｂ・・・水誘導部、８３ａ・
・・縦枠部、８３ｂ・・・上枠部、８３ｃ・・・下枠部、８４ａ・・・導水切り欠き部、
８４ｂ・・・水切り部、８５ａ・・・虫受け／ドレン部、８５ｂ・・・水誘導突起、８６
・・・止め具、８６ａ・・・軸部、８６ｂ・・・幅広部、８７・・・押さえ部材、８７ａ
・・・傾斜部、８７ｂ・・・押さえ部、８７ｃ・・・退避部、８７ｄ・・・回動規制部、
９・・・ＲＡフィルタ
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